
Ⅰ．修学支援事業の状況

　（１）奨学生の採用

　　①本年度より指定校を１校（奈良女子大学）追加しました。

　　②採用計画59名に対して60名を採用しました。

＊予約大学院9名（修士5名、博士4名）、一般51名（学部22名、修士29名）

　（２）予約大学院生の選考（令和6年4月採用）

　大学院進学後も引き続き当会の奨学金を希望した16名（修士11名、博士5名）について、選考委員に

　よる選考を行い、16名の採用を内定しました。内定後博士2名辞退の申し出がありました。

　（３）奨学金の交付状況

①奨学金の給与と貸与の配分を本年度より下記のとおり改定しました。

　　奨学金月額：学部生　給与25千円→30千円、貸与17千円→12千円、院生　給与30千円→35千円、

　　貸与20千円→15千円。

②本年度は在籍147名のうち休学等の7名を除く140名の奨学生に対して総額70,980千円の奨学金を

　 交付しました。

交付総額

令和５年度事業報告

（単位：円/年）

学　　部

修士・博士

合　計

25,290,000

計画

貸 与 合計給 与 貸　与 合計

38,850,000 38,850,000

22,950,000 9,180,00010,116,000 35,406,000

区　分

52,485,000 21,771,000

実績

給 与

70,980,00050,145,000 20,835,000

32,130,000

74,256,000

27,195,000 11,655,00027,195,000 11,655,000

(単位：人）

学部 修士 博士 合計 学部 修士 博士 合計 学部 修士 博士 合計

東京大学 5 6 11 3 5 2 10 8 11 2 21

一橋大学 1 1 2 1 0 1 2 1 3

東京工業大学 1 3 4 0 3 3 1 6 7

名古屋大学 2 0 2 0 3 3 2 3 5

京都大学 6 5 11 2 5 7 8 10 18

京都府立大学 0 0 1 1 1 1

奈良女子大学 - - 0 1 2 3 1 2 3

大阪大学 11 6 2 19 4 4 2 10 15 10 4 29

大阪公立大学 7 4 11 2 3 5 9 7 16

神戸大学 4 4 3 1 4 7 1 8

兵庫県立大学 7 2 9 3 2 5 10 4 14

九州大学 7 7 14 3 5 8 10 12 22

合計 51 34 2 87 22 34 4 60 73 68 6 147

期中在籍（7.1）
大学

期首 採用数（予約含む）



　（４）奨学金の貸与及び返還状況

令和5年度末の貸与残高は220,639千円です。

（単位：千円）

年度 貸与額 返還額 免除額 貸与残高 増　減

令和元年度 37,515 55,522 630 317,199 △ 18,637

令和２年度 31,053 48,717 630 298,905 △ 18,294

令和３年度 28,281 51,618 0 275,568 △ 23,337

令和４年度 27,393 50,174 0 252,787 △ 22,781

令和５年度 20,835 51,659 1,324 220,639 △ 32,148

　（５）会誌「星友」の発行

奨学生と卒業奨学生からの投稿作品等を編集委員会において編集し、星友65号を4月に550部

発行しました。会誌は奨学生、卒業奨学生、大学、関係官庁、その他関係者等に配布するとともに

デジタルブック化しホームページに掲載しました。

また、既刊「星友」47号～49号を７月にデジタルブック化しホームページに掲載しました。

　（６）新入生歓迎会

ガイダンスを兼ねた新奨学生歓迎会を大阪、東京、福岡にて開催しました。

　（７）講演交流会

当会卒業生を講師として招き、大阪、東京、福岡にて講演会および交流会を開催しました。

（講演）

　　　・大　阪　 寺井 康矩氏（H29年京大院（文）卒、NHK奈良放送局　記者）

　 演題　「私が記者になって思うこと」

　　　・東　京　 飯沼 智宣氏（H23年名大院（理）卒、気象庁）

演題　「気象庁の地震火山観測と防災～地震火山災害に備える～」

　　　・福　岡　 入江和隆氏（S51年九大（理）卒、㈱ﾊｰﾄｳｫｰｶｰｼﾞｬﾊﾟﾝ 社長）

演題　「英山会の歴史」

（８）卒業祝賀会

卒業を迎える奨学生を対象として、3月に大阪、東京にて卒業祝賀会を開催しました。

(単位：人）

合計

33

18

35

86

3

地　区 開催日 新奨学生 卒業生・現役生 役員 事務局

大　阪 7月8日 28 0 2

6

東　京 7月15日 10 3 2 3

福　岡 7月22日 8 16 5

合　計 46 19 9 12

(単位：人）

124

1 38

東　京 10月12日 28 85 9 2

福　岡 10月19日 16 8 13

来賓 合計

大　阪 10月6日 76 34 10 6 126

地　区 開催日 現役生 卒業生 役員・事務局

120 127 32 9合　計 288

(単位：人）

備考合計

大阪・福岡 3月1日 22 6 5

地　区 開催日 卒業生 役員 事務局

16

33 合同開催

合　計 30 10 9 49

東　京 3月7日 8 4 4



Ⅱ．学術教育の支援・助成事業

図書の寄贈

当会設立者ゆかりの福岡県下の小学校、高等学校へ図書の寄贈を行ないました。

 泉小学校 千円

 古月小学校 千円

 育徳館高等学校 千円

千円

（１）個人寄附金

・卒業生 71 名

・一　般 5 名

計 3,525,110

（２）法人寄附金（12法人）

ニッタイ株式会社 500,000

大中物産株式会社 1,000,000

尼崎製罐株式会社 1,000,000

中山化成株式会社 200,000

関西鉄工株式会社 200,000

株式会社関西トラスト 4,000,000

星光商事株式会社 300,000

不動恒産株式会社 1,500,000

株式会社シード 300,000

関西観光開発株式会社 500,000

株式会社中山製鋼所 7,000,000

株式会社サワライズ 4,000,000

計 20,500,000

合計 24,025,110

Ⅳ．財務の状況

令和５年は前年に起こったロシアによるウクライナ侵攻が続いてるなか、１０月にはイスラエル

のガザ侵攻が発生して世界情勢が不安定となりました。一方、新型コロナが２類から５類へ移

行し国内の経済活動が正常化に向かい日経平均の上昇がみられました。

このような状況で昨年まで下落していた保有資産の時価評価が上昇して前年度比+263百万

円の金融資産3,508百万円と回復してきました。

また、運用益につきましては円安の影響によりドル建て債券の為替益等で計画比＋4.4百万

円の101百万円を得ることができ、利回り2.9%で目標の2.5％を大きく上回ることができました。

Ⅲ．寄附金の収受状況

(単位：円）

合　計

300

200

300

800



Ⅴ．管理事項の概要

１．役員等に関する事項

　（1）理事、監事、評議員

　㈱関西トラスト会長

　三菱ふそうトラック・バス㈱会長、元経済産業事務次官

　関西学院理事

　関西学院大学教授、国連・外交統括センター長

　元関西学院大学副学長、元駐ドイツ大使

　㈱中山製鋼所社長

　東洋大学情報連携学部教授、東京大学名誉教授

　東京医科歯科大学・副学長

　元小椋篤税理士事務所（税理士）

　元㈱サワライズ社長

　大中物産㈱　相談役

　元九州大学大学院・歯学研究院准教授

　エバーグリーン法律事務所代表（弁護士、税理士）

　関西観光開発㈱社長

　㈱サワライズ社長

　三星商事㈱社長

　（2）奨学生選考委員

　㈱関西トラスト会長

　関西学院大学社会学部長

　東洋大学情報連携学部教授、東京大学名誉教授

　福岡教育大学名誉教授

　元兵庫県立神戸鈴蘭台高等学校教諭

　九州大学名誉教授

　山梨大学大学院総合研究部准教授

　関西学院大学建築学部教授

　埼玉大学教育学部准教授

　（3）事務局

区　分

　事務局長1名及び職員2名

（西日本地区については、関係会社の協力により対応）

　金島　幹人　令和６年３月３１日　事務局長を退任、退職

　東　　雅之　 令和５年１０月１日　事務局長として採用

委　 　員 笹 田 一 郎

委　 　員 大 朝 由 美 子

備　　考

委　 　員 花 木 啓 祐

委　 　員 納 富 恵 子

委　 　員 井 口 正 秀

人　員

委　 　員 秦 康 範

委　 　員 山 根 周

　　評 議 員　（非常勤） 齋 藤 日 出 樹

　　評 議 員　（非常勤） 中 山 智 香 子

役　職 氏　名 現職等

委 員 長 宮 地 茂 雄

　　理　　 事  （非常勤） 神 余 隆 博

花 木 啓 祐

　　理　　 事　（非常勤） 木 村 彰 方

　　理　　 事　（非常勤）

役　職 氏　名 現職等

　　理 事 長  （常　 勤） 中 山 景 子

　　専務理事（非常勤） 宮 地 茂 雄

　　理　　 事　（非常勤） 松 永 和 夫

体　制 3名

異　　動

　　理　　 事　（非常勤） 箱 守 一 昭

　　監   　事　（非常勤） 小 椋 篤

　　監　   事　（非常勤） 番 匠 敏 直

　　評 議 員　（非常勤） 河 窪 博 史

　　評 議 員　（非常勤） 白 土 雄 司

　　評 議 員　（非常勤） 出 口 み ど り

　　評 議 員　（非常勤） 千 川 勝 宣

委　 　員 難 波 功 士

　　評 議 員　（非常勤） 柴 田 耕 治



２．理事会・評議員会・選考委員会の開催

　（1）理事会

審議結果

　 第1号議案　　令和4年度事業報告及び計算書類等承認の件 承認可決

　 第2号議案　　定時評議員会招集に関する件 承認可決

　 第1号議案　　令和4年度事業報告等に係る定期提出書類承認の件 承認可決

　 第2号議案　　理事長及び専務理事選定の件 承認可決

　 報告事項　　 職務執行の状況について 承認

　 第1号議案　　令和5年度奨学生の採用承認の件 承認可決

　 第2号議案　　評議員に対する退職慰労金支給の件 承認可決

　 議　　　案 予約大学院奨学生の採用承認の件 承認可決

　 議　　　案 令和6年度予約大学院奨学生の採用承認の件 承認可決

　 第1号議案　　令和6年度事業計画及び収支予算 承認可決

　資金調達及び設備投資の見込みに関する件

　 第2号議案　　事務局長選任の件 承認可決

　 報告事項　　 職務執行の状況について 承認

　（2）評議員会

審議結果

　 第1号議案　　令和4年度事業報告及び計算書類承認の件 承認可決

　 第2号議案　　評議員選定の件 承認可決

　 第3号議案　　理事選定の件 承認可決

　 報告事項1　　令和5年3月3日理事会の決議内容について 承認

　 報告事項2　 職務執行の状況について 承認

　（3）奨学生選考委員会

審議結果

　 議　　　案 承認

　 議　　　案 令和5年度奨学生の採用承認の件 承認可決

　 議　　　案 予約大学院奨学生の採用承認の件 承認可決

　 議　　　案 令和6年度予約大学院奨学生の採用承認の件 承認可決

３．行政官庁への申請・届出・提出に関する事項

  文部科学省

  内閣府

  内閣府

  内閣府

　大阪市財政局 寄附金税額控除に係る寄附金額等報告書の提出

  内閣府 事業計画書等の提出令和6年3月19日

令和5年5月19日

令和5年6月26日

令和6年2月15日

事業報告等の提出

（決議の省略）

令和5年6月28日

（決議の省略）

主な決議事項

令和6年3月1日

開催年月日

令和5年6月2日

令和5年5月2日 「特定の学資としての貸付けに係る消費貸借契約書の
印紙税の非課税措置」実績報告の提出

開催年月日 主な決議事項

 令和5年5月15日

 令和5年6月20日

（決議の省略）

 令和5年12月8日

（決議の省略）

申請年月日 届出先 届出事項等

令和5年度一般奨学生選考について（評価基準、面接等）

開催年月日 主な決議事項

令和5年12月18日

（決議の省略）

令和5年6月2日

令和5年5月17日

令和5年8月31日

（決議の省略）

 令和5年8月21日

（決議の省略）

変更届（奨学金の給与・貸与金額の変更及び指定大学
1校追加）

令和5年6月22日 変更届（評議員1名死亡による退任1名選任）



Ⅵ．事業報告の附属明細書

「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第34条第3項に規定する附属明細書

「事業報告の内容を補足する重要な事項」については下記のとおりです。

１．貸与奨学金の免除の件

　令和５年度に２名の貸与奨学金返還免除申請があり、1,324千円を費用（奨学金管理）として

　計上しました。

　免除理由

　　１．自己破産よるもの　免除額　276千円

　　２．体調不調により就業不可及び連帯保証人死去により返済が困難　免除額　1,048千円

２．令和６年能登半島地震による被災地への義援金について

　令和６年1月に発生した地震により甚大な被害を受けた石川県に対し、日本赤十字社石川県

　支部に義援金100万円を寄附いたしました。


